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本日のラインナップ
＊本校では様々な形で、生徒たちに『学びの実体験』を提供

１．(公財)日本科学技術振興財団の『放射線に関する出前授業』

の活用

２．ハイスクールラジエーションクラスで『大阪公立大学との共同研究』

を発表

３．化学基礎・地学基礎の『科目横断型授業』の紹介

４．番外編 中学校での『出前授業』の紹介



2022年8月23日 本校夏期講座で『霧箱実験』を体験

講師：掛布 智久

参加生徒数：１年生～３年生 25名

１．(公財)日本科学技術振興財団『放射線に関する出前授業』
の活用

2022年9月～10月 有志による『放射線を用いた研究活動』を体験

講師：秋吉 優史

参加生徒数：１年生総合コース 3名(有志)

 １年生文理コース 3名(有志)

                   ３年生探究コース 4名(授業)

２．ハイスクールラジエーションクラスで『大阪公立大学との共同研究』
を発表



研究題目
「クルックス管及び霧箱(ペルチェ素子型)を用いた放射線(光電子)の軌跡
距離測定及び実験を通じて見えた課題」

実験目的
 誘電コイルの電極間の距離と放射線(光電子)の軌跡距離の相関関係の
有無を検証すると同時に、高校生が実験行う上での課題を模索した

ハイスクールラジエーションクラスでオーラル発表(その１)



ハイスクールラジエーションクラスでオーラル発表(その２)



３．化学基礎・地学基礎の『科目横断型授業』の紹介

担当教員：10名

クラス数：1年生19クラス（約700名）

内 容：化学基礎及び地学基礎における授業で、「放射線」に関する

横断型授業の実施

＊プリント・スライドに関しては、全教員共通で使用

時間数：各教科2コマ(1コマ目は導入、2コマ目は放射線に関して)

化学基礎 ⇒ 講義形式

地学基礎 ⇒ 実習形式

を織り交ぜながら実施



4 月 5 月 6 月 7 月

授業導入の時期

化学基礎

単元：同位体

地学基礎

単元：地震

地震の発生と分布

日本列島における
主な地震活動

原子の構造

同位体・放射性同位体



化学基礎では

〇導入
同位体・放射性同位体の単元から放射
線について学び、自分が抱く放射線に
対する印象を考えさせる。
そのうえで、壊変の種類やそれによる
透過性を観点に、放射線の基礎的な知
識を身に着けるとともに、正しく扱うこと
ができれば安全であることを学ぶ。

東京書籍：「化学基礎」
p.34~35より



〇実践

・壊変の種類
α崩壊、β崩壊、γ崩壊の3種類の崩壊について、
それぞれの特徴やそれらによって放出される放射線
の種類について学ぶ。

・放射線の透過性
放射線の透過性について実験を交えながら
α線やβ,γ線への遮蔽の有用性について学ぶ。

・放射線の利用
放射線の安全な利用法について、医療現場での
活用など身近な例を挙げながら学ぶ。



地学基礎では

〇導入
地震の単元から東北太平洋沖地震
(東日本大震災)の発生メカニズム等
について学び、それに伴って、福島
第一原子力発電所での事故を題材
に、半減期や実効線量を観点に数
値的な捉え方を考察する。
また、化学基礎で学んだ知識を用い
ながら「放射線」が私たちに与える
影響や安全性について学ぶ。

第一学習社「高等学校
地学基礎」p41,151より



〇実践
・地震と放射線
東北太平洋沖地震(東日本大震災)を題材に、
事故により放出された放射性物質から半減期に
ついて学ぶ。

・放射線の用語と単位
放射線に関する基本的な用語(放射性物質・放射
能など)や放射線に関する単位について学ぶ。

・放射線と実効線量
ある身近な物質から放出される放射線の実効線量
について計算をさせ、放射線の安全性について
半減期や放射線の種類だけではなく、
Sv(kg, Bq/kg, Bq)という数値的な観点から判断が
できるようになる。



４．中学校での『出前授業』
の紹介

担当教員：1～2名

出前先：大阪市立東中学校

箕面市立第四中学校

内 容：「放射線」を観て学ぶ

α線検出器[cpm]

β,γ線検出器[cpm]

放射線に対するイメージ

身近な場所での測定 等

時間数：1コマ 50分



雑感

・綿密な授業計画及び、教員間での細かな進捗報告を行うことによって、
「放射線」という独立した単元ではなく本来の授業の延長として授業を実施
できた。

・お互いに理科であるが、より、科目として進捗具合や習熟度を確認し合え
ることができ、改めて、理科の面白さを共有できた。

・授業を通じての生徒の反応から「放射線」に対して、ただ怖いという印象や、
どこか他人事のような印象から確かな変化が見られた。

・定期テストで授業に基づいた内容の問題を出題。
例：化学基礎 α崩壊β崩壊の際の質量数変化などの基礎計算の習得。

 地学基礎 GyやSvという単位の扱いなどの基礎的知識の習得。
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